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シャン・Ｆ・ブロックの「タイタニック伝」と短編小説

　　　北アイルランドが映し出す人間世界の縮図一

八　幡　雅　彦

　　Shan F. Bullock’s Biography of“The Titanic Hero”

and his Short Stories : A Microcosm of the Human World

　　　　　　　　　Reflectedin Northern lreland

　　　　　　　　　　　Masahiko　YAHATA

タイタニック号とトマス・アンドリュース

ー北アイルランドの融和のシンボルー

　1997年公開の，ジェイムズ・キャメロン監

督の映画『タイタニック』は映画史上最大の興

業利益を上げるとともに，アカデミー賞11部

門を獲得する驚異的なヒット作となった。この

映画によって，タイタニック号は世界中の人々

の心の中に焼きつけられたと言っても過i了では

ないが，この船が北アイルランドで追られたこ

とを知る人の数はごく僅かである。ジョン・ウ

ィルソン・フォスター『タイタニック・コンプ

レックス』（1997）は，タイタニック号を題

材とした文学,音楽，映画を論じることにより，

この豪華客船の沈没がI仕界中の人々の心にいか

なる影響を勺,えたかを追究した優れた文化論で

ある。その中で，フォスター仏「私が尋ねた

北アメリカ人で，タイタニック号がベルファー

ストで造られたことを知っているのは皆無だっ

た」巾と述べている。タイタニック号は，ベル

ファーストの造船所ハーランド＆ウルフで建造

され，処女航海中の1 9 12年斗月14目，北大西

洋にて氷山に激突して沈没レ乗客，乗組員の

うち生き延びたのは約700人で，約1,500人が

死亡するという大惨事となった。映画『タイタ

ニック』払　この船がイギリスのサザンプトン

から出港するシーンから始まり，ペルファース

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

卜はいっさい描かれておらず，この映画の成功

によってベルファーストがタイタニック吋誕生

の地として世界中の人々に認知されたとは言い

難い。

　しかし　この映画の公開の後，長い問絶版た

った，タイタニックげと北アイルランドの関わ

りを述べた１冊の本が1999年に再販された。

それは伝記『造船技師トマス・アンドリュース』

（１９１２）で，著者はシャン・Ｆ・ブロック

（1865－1935）である。アンドリュースは，

1873年，ペルファースト近郊の町コンバーに

生まれ，後に造船技師としてタイタニック号を

設計レ　この船の処女航海に乗船し，39歳の

若さで帰らぬ人となった。シャン・ド・ブロッ

クは小説家で，本名はジョン・ウィリアム・ブ

ロック，ファマーナ州クロムのプロテスタント

の家庭に生まれた。しかし彼はカトリック教徒

に共感を示し，ペンネームを，ウィリアム・力

－ルトン（1794－1869）の小説集『アイル

ランド農民の特性と物語』（1830）のうちの

１編「シャン・ファダの結婚」から収った言

ブロック同様にプロテスタント教徒でありなが

ら，アイルランドのナショナリズムに共感を示

した政治家ホレイス・プランケット（1854－

1932）と，プランケットの幾人かの知人は，

アンドリュースの死を悼み，彼の功績を称え，

彼の伝記の出版を企てた。そしてその著者とし

て白羽の矢が立てられたのがブロックだった。
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『トマス・アンドリュース』の序文の中で，プ

ランケットは，ブロックに執筆を依頼した理由

を次のように述べている。

　シャン・ブロックはアルスター･人で，アルス

ターの生活に関する物語を書き,その誠実さと，

アルスターの人|附を誰よりも理解しているとい

う点において，アイルランド関連のil｝物の中で

は傑出している。アイルランドの他の秀れた創

作家たちは，己の気質を表現するためにアイル

ランドの生活を利川してきたのに対し，シャ

ン・ブロックは，彼の偉大な文学的才能をほと

んど全て，男女の集団社会としてのアルスター

の実像を根気強く，ありのままに，誠実に考察

することに棒げてきた…ブロック氏の考察の中

で／主流を占めるのは常に「人間」という要素

である。彼の作品を読んでいると，彼は人|昿

特にアルスターの人間の観察を殊の外好んでい

るということが実感できる戸

　プランケットがここで示唆しているように，

ブロックの小説は，彼の時代の北アイルランド

の人間像をリアルに描き出している。その数多

くは，彼が生まれ育ったファマーナ州周辺の農

民だちとその家族たちの人間像であった。しか

し　ブロックはトマス・アンドリュースとは個

人的面識がなく，彼の伝記を書くにあたっては，

彼およびタイタニックげについて残された記

録，彼の手紙，家族，友人，同僚の証言に基づ

くしかなかった。　したがって，この伝記は，ブ

ロックが，彼の小説で，ファマーナ州周辺の農

民たちの揃写において見せたようなリアルさに

はやや欠けるものの，アンドリュースの「人間」

としての実像を描き出そうとした最大限の努力

が見受けられる。ブロックは，アンドリュース

がユニオニストであったことをありのままに述

べ，建設的なユニオニストであったことを次の

ように強調する。

　一説によると，アンドリュースは帝国圭義者

で，平和を愛し，それゆえに無敵の海軍を支持

していた。彼は確固たるユニオニストで，自治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

法は，イギリスからの信頼，そして強力で裕福

なパートナーとの結び付きから得られる安全保

障を部分的に損ねることにより，アイルランド

の財政破綻を招くと信じていた。時として，彼

は，理性的な主張によってというよりはむしろ

熱情に訴えることによってイギリスの有権者た

ちに影響を与えようとするアイルランドのユニ

オニストたちの政策に不賛成の意を示していた

と討われている。また，彼は，動乱が収まり，

資本投資家たちに安全の保証が提供されない限

り，アイルランドは決して今福で裕福にはなら

ないと感じていた言

　タイタニッダ呼のような豪球宮前を設計した

彼の偉業、そしてタイタニックげ沈没時の、自

分の命を投げうって、ひとりでも多く乗前客た

ちの命を款おうとした彼の英雄的行為を振り返

ったH凪アンドリュースは、建設的ユニオニス

トとして、アイルランドの平和と繁栄を心から

願った人物であったと討えないだろうか。彼の

タイタニック号設計の偉業には、狂信的ナショ

ナリストであった小説家アースキン・チルダー

ス（1870－1922）でさえも次のような賛辞

を送ったことをブロックは紹介している。

　　「アンドリュースの近くにいると元気づけら

れた」とチルダース氏は述懐し，そして続ける。

「彼の心は，偉人な科学のディーテイル（細部）

並びにそのアンサンブル（合唱体），技術的側

面並びに人間的側面に精通し生き生きと踊っ

ているようだった。そしてその一方で絶えず，

科学の限界を広げ，新たな問題を屯服レ新た

な完成を達成しようと努力していた。スクリュ

ーの回転に関することであれ，船のデザイン，

速度，商業的競争といった高度な問題に関する

ことであれ，同様の取り組みと情熱を示しそ

して何より仏飾らず自こを見せることに面様

の召びを感じていた言

　チルダースのアンドリュースに対するこの賛

辞の中には、北アイルランドのプロテスタン

ト・ユニオニストと力ﾄリック・ナショナリス
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トの融和に対するアンドリュースの願いがメタ

フォリカルに示されていると言えないだろう

か。アンドリュースは，タイタニックげの工業

的，商業的成功を通して，この両派が「合唱体」

となって，「限界拡すなわち対立を乗り越え，

様々な問題を克服し，融和という「完成」に到

達することを心から順ったのではないだろう

か。しかし残念ながらタイタニック号はその処

女航海において沈没レアンドリュースも若い

命を失った。彼がｄの命を投げうって，人種，

宗教，分け隔てなくひとりでも多くの乗船客た

ちの命を教おうとした行為もまた，北アイルラ

ンドの人々の融和に対する願いの現れとも言え

ないだろうか。彼のこの気組的行為に関するブ

ロックの描写は胸を打つ。長くなるが，ここに

引用したい。

　アンドリュースは，陰影な調査を終えて!こが

って来た時，スローン客室乗務已に出会い，事

故が起きたので，乗船客を，念のために，暖か

い衣服と救脂汗を身につけて救命ボート甲板に

集めるよう告げた。　しかし彼女は彼の顔に，

「あたかも心が引き裂かれている様相」を読み

取り，重大な事故ではないのですかと尋ねた。

彼は，非常に重大な事故だと答え，そしてパニ

ックを恐れて，この悪いニュースは口外しない

ようにと彼女に命じ，警告と救助の作業へと向

かって急いだ。

　別の客室乗務員は，アンドリュースが，頭に

は何もかぶらず，凍てつく寒さの中，案内係た

ちに乗船客を全員起こして救命ボートまで誘

導するよう，静かに命じて回っていたと述懐し

ている。

　彼が上甲板でスミス船長に，「３雙はもうす

でに出ました」と言っているのを聞いて，この

客室乗務員は下の階段まで駆け降りると，驚い

たことに，水が彼女の足から六歩以内のところ

に追っているのを見た。そこですぐに彼女は助

けを求めて，駆け上がって戻ると，アンドリュ

ースに出会った。彼は彼女に，乗船客たちにＬ

甲板を離れるよう警告せよと告げた。

　10分か過ぎた。水はさらに階段のにまで来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
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ていた。叫びアンドリュースが彼女のところに

来て，討った。「乗船客たちに暖かい衣服を身

につけるように討いなさい。全員が救命浮をつ

けていることを確認して，彼らを全員救命ボー

ト甲板にllげなさい」

　さらに15分か過ぎた。階段の一番上までほ

とんど浸水していた。もう一度アンドリュース

がやって来た。「使っていない客室も全部開け

なさい」彼は命令した。「すべての救命浮と余

った毛布を取り出して，乗船客たちに配りなさ

いj

　命令通りのことが行われた。案内孫と乗船客

たちは救命ボート甲板に上がった。しかし，客

宗乗務員は，もっと多くの救命浮を取りに戻っ

た時，再びアンドリュースに会った。彼は彼女

に，女性たちは全員宮室を離れたかと尋ねた。

彼女は，「はい，しかし確認して参ります」と

答えた。

　「もう一度見l目|って来なさい」と彼は百って，

そして続けた。「君も救命浮をつけるよう，私

は言わなかったかね。間違いなくつけているだ

ろうな」

　彼女は答えた。「はい。私は卑怯だと思いま

したが」

　　「そんなこと，気にしなくていい」彼は言っ

た。「君は自分の命が尊いのだったら，コート

と救命浮を身につけて,それから甲板を|目|って，

乗船客たちの目の届くところにいなさい」

　　「そう言い残して彼は去りました」この客室

乗務員は述懐している。「そしてそれが，私が

真の英雄と見なす，彼の国が誇るに足る人物の

最後の姿でした」

　悲劇的結末のおよそ20分前，最後の避難仁

号が放たれたが効を証すことはなく，ll甲板も

前部甲板も海に呑み込まれ，残り少ない救命ボ

ートがドろされた場所の近くでは衝突といくつ

かの混乱かおり，女性と子供たちは怯んで，乗

ることを尻込みレ彼女たちの夫といっしょに

残りたがる者もいた。多分，寒さと恐怖で身動

きできない者もいたことだろう。そこヘアンド

リュースがやって来て,両腕を振引口1しながら，
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大声で命令した。

　　「女性はすぐに乗ってドさい。一刻たりとも

無駄にはできません。救命ボートを選んでいる

暇などありません。躊話しないで，とにかく乗

って下さい！」

　彼女たちは彼の命令に従った。彼女たちは今

日，ひとりで仏他の多くの秉船客たち同様，

自分たちの命があるのはアンドリュースのおか

げだということを覚えているだろうか。

　この場面から少し離れたところで，スローン

客室乗務員は静かに待ちながら，アンドリュー

スの最後の姿を見た。彼女自身は船を離れたい

とは思わなかった。というのは彼女の友人たち

はすべて船に残り，彼女だけが救命ボートに乗

るのは卑怯だと思ったからである。しかし，ア

ンドリュースの命令が一彼女は彼のこの堂々

たる振る舞いを２時間余り見続けていた一力

強くドされた。「躊躇するな！一刻たりとも無

駄にしてはだめだ。早く乗れ！」それゆえ彼女

は最後の救命ボートに乗り，救われた。

　２時５分。タイタニックの命もあと15分だ

った。

　なされるべきことはすべてなされ，残された

時間はあと僅かだった。船首も水に浸かってい

た。美しい星の下，非常に穏やかな海㈲のあち

こちに救命ボートは浮いていた。何雙かはタイ

タニックけのすぐ近くに，何雙かは１マイルあ

るいはそれ以卜離れたところに浮いていた。ボ

ートに乗ったほとんどの人々の目は沈没して行

く船に向けられていた。そして，恐ろしい傾斜

をなして，未だに一一列一列光を放っている左舷

のライトが，暗闇の中にゆっくりと消えて行く

のを見ていた。

　ある生存者はアンドリュースが，頭には何も

かぶらず，救海洋を持って，船長のいるブリッ

ジヘ，恐らくは別れを告げるために向かってい

たのに出会った。

　その後，ひとりの旅客係補佐は，アンドリュ

ースが喫煙室にひとりたたずみ，救命洋は彼の

近くのテーブルに置いたままで，胸のところで

腕を組んでいるのを目撃している。その旅客係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

は、「アンドリュースさん、あなたは救命浮を

つけないのですか」と尋ねた。

　彼は一言も答えず、ただぼんやりと立ったま

ま、微動だにしなかった。

　彼はそこにひとりうっとりと佇んで、何を見

ていたのだろうか。アンドリュースと、彼につ

いて残された記録を知るわれわれは、彼の目の

前には、故郷と、そこに住むすべての愛する

人々ド妻に子供、父、母、兄弟、妹、親戚、友

人たちの姿が浮かんでいたと創ずる。彼らの姿

は、その時その場所で、アンドリュースにとっ

ては何を意味しただろうか｡そして、恐らくは、

束の間、それらの姿の後ろに、彼の人生と彼の

船に終止符を打とうとしているこの恐ろしい悲

劇をとっさに確11したことだろう。

　しかし、この静かで、孤独な、僅かの時間に

アンドリュースが見たものが何であれ、それが

彼をその場所に引き留めることも、彼の男らし

さを失わせることもなかった。仕事、仕事－

彼は悲惨な結末まで働き続かねばならなかっ

た。

　幾人かの生存者は、アンドリュースが、主任

技師のベルとアーチー・フロースト、そしてそ

の他の英雄たちといっしょにエンジンルームに

いるのを最後に目撃している。彼らは皆、雄々

しく、ライトを照らし続けポンプを作動し続け

るために渾身の力を注いでいた。

　別の生存者は、アンドリュースがーそれは

彼の、最後の、もっとも偉人な光景だったー

悲劇的結末の数分前、救命ボート甲板から、海

に故り出されてもがいている不運な人々に向け

てデッキチェアーを投げているのを目撃してい

る。

　そして、ゆっくりと、長く傾いて沈みながら、

タイ｡タニッ｡ｸ号は消え、その短い命と、トマ

ス・アンドリュースの命を海に棒げた。

　かくしてこの崇高な人物は逝った。彼が、そ

の建造に貢献したこの偉大な船のI11で安らかに

眠っていることを一事実、彼はそこで眠るこ

とを誇りに思っているかもしれないーわれわ

れは祈りたい一
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　このアンドリュースの最期に開するブロック

の迫真の描写は，映画『タイタニック』におい

て，ヴィクター・ガーバーが演じた，人命救助

に奔走するアンドリュースを彷彿とさせるもの

がある。映画同様に優れた描写と言えよう。ブ

ロックはアンドリュースとは面識がなく，彼お

よびタイタニック号について残された記録，彼

の手紙，家族，友人，同僚たちの証旨のみに基

づいて彼の伝記を書いた。それでいて，ブロッ

クの描写からは，アンドリュースの最期が読者

の目の前にリアルに展開し，人間アンドリュー

スの実像が伝わってくる。したがってこの伝記

は，人間としてのアンドリュースの実像を後世

に残したかったというホレイス・プランケット

の期待にも十分に応えた佳作と言えよう。

　映画『タイタニック』の主人公は，レオナー

ド・ディカプリオが演ずるジャックと，ケイ

ト・ウィンスレットが演ずるローズというふた

りの身分違いの恋人同士である｡映画の中では，

沈没の悲劇の後，夢のシーンが登場し，その中

でジャックとローズが結婚し，ふたりは腕を組

んでパーティー会場に現れ，他の乗船客，乗組

員だちから祝福される。アンドリュースもまた

にこやかにふたりに拍手を送っている。アンド

リュースの願いは，タイタニック号の工業的，

商業的成功を通じて，北アイルランドの人々が

豊かになり，そして階級,宗派の違いを越えて，

腕を組んで,融和することであったに違いない。

ブロックの書いた伝記もそのことを十分に伝え

ているといえよう。ジョン・ウィルソン・フォ

スターは『タイタニック・コンプレックス』の

結びで，ブロックの伝記の中から，ナショナリ

ストであったアースキン・チルダースの。ニ

オニストであったアンドリュースに対する前述

の賛辞を引用し，「アンドリュースは，アイル

ランドでは，前にも後にも類いを見ない，賞賛

に値する現代性を具現した人物押であったと

述べ，アンドリュースがユニオニストとナショ

ナリストの融和の実現に努めた人物であったこ

とを示唆している。

　次に，ブロックが，彼の小説において，彼の

生まれ故郷ファマーナ州周辺の人問たちに間し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
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て見せた描写を分析することにより，彼の小説

がいかなる普遍的価値を持つものであるかを示

したい。

『新兵たち』（1893）と『雑踏の輪』（1896）

におけるブロックの人間描写

－ジョージ・ギッシングとの比較においてー

　ブロックが賞賛した小説家に，彼と同時代の

イギリス人作家ジョージ・ロバート・ギッシン

グ（1857－1903）がいる。ブロックとギッ

シングの関連については，ロバート・セリグが

『ギッシング・ジャーナル』1992年11月号，

1994年１月号，同年４月号の中で明らかにし

ている尹）ブロックはアメリカの新聞『シカ

ゴ・イブニング・ポスト』のロンドン文芸通信

員を務め，1903年から10年間に亙って同紙上

にてギッシングをアメリカの読者たちに紹介し

続けていた。

　ギッシングは，イングランド北部の町ウェイ

クフィールドの中流階級の家庭に生まれ，オウ

エンズ・カレッジ，今日のマンチェスター大学

に学んだ。奨学金を得て学ぶ優秀な学生であっ

たが，学究生活のストレスを紛らすためか，あ

るいはドンキホーテ的正義感からか，理由は定

かではないが，娼婦マリアンヌ・ヘレン・ハリ

ソンと恋仲に陥り，彼女に金を貢ぐために大学

のロッカールームで盗みを働き逮捕され，大学

を放校処分となった。その後，単身アメリカに

渡り，教師を務めるかたわら，いくつかの新聞

に短編小説を発表し，食うや食わずやの生活を

送った。帰国後，娼婦ヘレンと再会し，彼女と

結婚，ロンドンに住み，小説を書き続け，相変

わらすの窮乏生活を送った｡当時のイギリスは，

ヴィクトリア王朝の栄華を謳歌していたもの

の，貧富の差は増大し，ギッシングの目は絶え

ず社会的弱者に対して向けられていた。彼はヘ

レンの更生に尽力したが,その努力は報われず，

その凄まじい挫折の体験は，デビュー作長編小

説『暁の労働者』（1880）に生々しく描かれ

ている。第二作目の『無階級の人間たち』

（1884）は，逆に娼婦が己を更生させ社会改
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革に立ち土がるという、ある意味ではギッシン

グのファンタジーを描いた作品である。以後、

ギッシングの多くの作品は、若き知識階級の主

人公たちが社会改革の志に燃え行動を起こす

が、資力のなさと、労働者階級の人間たちとの

意識の乖離ゆえに挫折する様を描いている。

Tディーモス」（1886）、「サーザ」（1887）、

『人生の朝』（1888）、『地獄の世界J（1889）、

『エグザイルに生まれて』（1892）等がそうで

ある。また、『新三文文士街』（1891）は、ギ

ッシング自身の小説家としての苦悩と窮乏生活

を彷彿とさせる。『余計者の女たち』（1893）

は、父権制社会の申で生きる女性たちの自立を

テーマとした作品で、1970年前後からのフェ

ミニズム運動の隆盛に伴って、アメリカの大学

では「女性学」の講義のテキストとして川いら

れるようになったｊ川1本で最も良く読まれて

いるギッシングの作品は、自伝風小説iヘンリ

ー・ライクロフトの私記』（1903）で、ギッ

シングが苦闘の人生から悟りを開いた、人生の

哲学書とでも言うべき作品である。

　ブロックは、ギッシングの小説の優れたリア

リズムについて、「彼の物語のリアルさは、ロ

ンドンの霧のリアルさ同様、疑う余地がない。

読者は、彼の描く貧民街に常に身雲いし、喜び

のない家庭にソッとする｡そして彼が描く男性、

女性たちは、読者がいついかなる場所でも、行

動範囲の中で出会うことができる人間たちであ

る…彼の作品は、明らかに、全ての文学愛好家

によって研究される価値がある。そして、まち

がいないと思うのは、彼の作品は、特定の階層

のロンドンの生活を描いたものとして永遠不滅

の価値を有するということだ」皿と述べ、称賛

している｡ギッシングの小説のリアリズム同様、

ブロックの小説のリアリズムも称賛されるべき

ものがある。確かにギッシングの小説は、特定

の階層のロンドンの生活、すなわち･19世紀後

半のロンドンの貧しい知識階級及び労働者階級

の生活を描いて、当時のイギリスの社会史料と

して永遠不滅の価値を有するものである。同じ

ようにブロックの小説も、191り:紀後半から20

世紀初頭にかけて北アイルランド・ファマーナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

州周辺に住む人々を描いて、当時の北アイルラ

ンドの生活、宗派対立の実態を伝える社会史料

として永続的な価値を有しているといえよう。

そしてギッシングの小説が文学愛好家たちによ

って研究される価値があるものだとすれば、ブ

ロックの小説もまた、北アイルランド問題に関

心を持つ人々のみならず、多くの文学愛好家に

よって読まれるべき価値があると言えよう。

　ブロック仏ギッシングがrヘンリー・ライ

クロフトの私記』を書いたのと同様に、自伝風

小説『60年後』（19割）を晩年に箭した。そ

の中で彼は、自分と同じプロテスタント教徒だ

ちよりも、むしろカトリック教徒たちに共鳴を

覚えたことを次のように述べている。

　彼らの方が生き生きとしていて,素朴で,愛す

べき人間たちだった。さほど1Uc俗的でなく，強引

でなく，独自のユーモアのセンスと親切さを兼

ね備えていた｡彼らは数多くの物語を知ってお

り，それらを見事に語った。ものごとはあまり知

らなかったが,偉大な昔の知恵を持っており，非

常に貧乏だったが，どこか豊かだった｡たぶん，

ひとことで言えば,彼らは生粋のアイルランド

人だったので,人を魅惑したのだろう｡皿

　ブロックのデビュー作の小説集『新兵たちj

0 893』のうちには四つの作品が収められて

いる。表題作「新兵たち」の中で，ブロックは，

カトリック，ブロテスタントの過激派軍事組織

の戦いを描いているが，確かにカトリック軍の

描写の方がかなり生き生きとしている。しかし，

吊O年後』のうちで，ブロックは，力Iヽリック

教徒たちに共鳴を覚えていたとはいえ，自分自

身のことを，「ふたつの門番小屋の問の伊界の

哀れな子供にと呼んでいる。彼の父親は，イ

ギリス出身のアーン伯爵がファマーナ州クロム

に所有する上地の管理人であった。そこには馬

の放枚場があり，その中にふたつの門盾小屋が

あった。かとつはイギリス人たちが管理してい

て，もうかとつにはアイルランド人たちが管理

していた。これは，ジョン・ウィルソン・フォ

スターも指摘しているように，ブロックは，彼

62 －



自身のことを，イギリスとアイルランド，プロ

テスタントとカトリックの狭間で苦しむ哀れな

人間とみなしていたということなのだろう/3）

かくしてブロックは，プロテスタント，カトリ

ックの宗派紛争を，どちらに厚することなく，

中立的な視点から描いた。

　上述の「新兵たち」の意図は，双方の過激派

軍事組織を批判することであった。「新兵たち」

の原題ぱAwkward Squadぐであるが，文

字通りには「未熟な連中」という意味である。

ブロックは，彼らをこの上なく未熟で臆病な兵

士たちに仕立てて，戯画化して描いている。作

品の中で，カトリック側はフエニアン兵，プロ

テスタント側はオレンジ兵と呼ばれている。あ

る時，フエニアン兵たちが廃墟と化した城で軍

事訓練を行っていると，オレンジ兵たちが城に

近づいて来るのに気づいた。彼らは城壁の背後

のツタをよじ豊って隠れ，オレンジ兵が中に入

るのを許した。その時，幾人かのフエニアン兵

が足を滑らせて地面に落ち，「ドサッ」と大き

な音を立てた。この音に驚いて，双方ともいち

もくさんに逃げ出した。しかし，ついに彼らは

戦わねばならぬ目が来た。彼らの武器は凶器で

はなく，フエニアン兵たちの武器は大いこん棒

で，オレンジ兵たちの武器は銃の台尻とベルト

の留め金たった。ブロックは，彼らの戦闘をこ

の上なく滑稽に,痛烈な皮肉を込めて描写する。

　　「米やがれ！来やがれ，悪魔ども！」テリー

は叫んだ。「アイルランドよ，永遠なれ。ウィ

リアム王などぶっ殺せ！j

　　「くたばれ，反逆者どもり残りのゴーティ

ーンの往民たちはどなり返した。「ローマ法王

など地獄へ落っちまえに

　かくして道のあちこちで，森の中で，空き野

原で戦闘は続いた。とうとう彼らはへとへとに

なり，暗闇が落ち，残りの敵対する兵士たちも

散って行った。

　それは，アイルランド古来の伝統にふさわし

い，堂々と戦われた，不屈の精神で続けられた

壮麗な戦闘であった｡アイルランド人は今でも，

少々の困難は，社会的なものであれ，政治的な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
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ものであれ，彼ら白身の右腕の力で解決できる

ことを十分に証明した戦闘であった。

　新兵たちが，これ以上くだらぬ大義名分で戦

うことがなきようにレ14）

　ここでブロックは，カトリック・ナショナリ

スト対プロテスタント・ュニオニストの対立と

いうアイルランドではもっとも大きな問題を，

「少々の困難拡「くだらぬ大義名分」と蔑視し

ている。そしてまた，凶器の代わりに，こん棒，

銃の台尻，ベルトの留め金を武器に川いた彼ら

の戦闘に関して，「彼ら自身の右腕の力で」と

述べている。この原文ぱby force of their

own right armぐだが，ここでは「彼ら自身

のlﾄﾞしい武器の力で」という意味を掛け，両者

の対守を二重の意味で戯画化して笑い飛ばして

いるように思われる。ここではまた，彼自身を

「ふたつの門番小屋の問の世界の哀れな子供」

と見なすブロックが，カトリック・ナショナリ

ストとプロテスタント・ュニオニストに対し

て，「無益な戦いは止めろ」というメッセージ

を発し，両者の融和を祈念しているようにも思

われる。

　一方川司じ小説集に収められた「国家公務員」

は，両者の対立をよりシリアスに，客観的に描

いた作品で，同時に，北アイルランドのみなら

ず，人間世界一般に通じる普遍性を持った作品

で，文学的価値も高く，ブロックの代表作とし

て『フィールドデイ・アイルランド著述選集』

0991）のうちに収められている目礼舞台は

1870年頃のキャバン州の架空の村ラヒーン

で，村民の大半はカトリック教徒だった。この

村にイギリスの国営郵便局の支局かおり，ダン

という年老いた男性職員ひとりが勤務してい

た。彼は靴直し職人でもあった。ライリーとい

う未亡人がプロテスタント地主に農場を借りて

いたが，地代を支払えなくなり，立ち退きに会

った。その後，プロテスタント教徒で，体の不

自由な老人と，彼の家族がその農場に住んだ。

作品には，村民たちがカトリックで，老人がプ

ロテスタントであることは明記されておらず，
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前半部分で読者にそれを匂わし，後半部分でそ

れを確信させるストーリー展開である。カトリ

ックの付民たちは，このプロテスタント老人と

彼の家族との一切の係わりを拒絶する｡それは，

同時期，メイョー州で，イギリス人貴族の土地

代理人を務めていたヒュー・カニンガム・ボイ

コット大尉（1832－1897）に対して地元の

カトリック注民たちが排斥行為を加え，後に

“boycott”という英語の語源にもなった史実

を彷彿とさせる。しかし，ダンはこの老人との

付き合いを続ける。ある時，ひとりの村民がダ

ンの郵便局にやって米て，「あいつとは二度と

付き合うな」と警告するが，ダンは，「正義だ

とト‥おまえは，ひとりの男に何の食い物も与

えない，何の着る物も与えない，誰と話すのも

許さないことを正義と呼ぶのか！小さな子供た

ちを飢えさせ，女戻を怒らすことを正義と呼ぶ

のか」（16）と怒鳴り返す。かくして付民たちはダ

ンに対してもボイコット行為を加える。大人た

ちはダンを避け，子供たちに郵便物を取りにや

らせるが,ダンと目を開くことは一切許さない。

そして靴直しの注文も途絶える。今やダンが会

話できるのは，同じようにボイコットにあって

いるプロテスタント老人のみとなり，ある時彼

を訪れる。そこでの老人の次の言葉が，彼がプ

ロテスタント教徒であることをほのめかしてい

る。

　おまえさん，教えてくれ。ほ，ほんとうか，

グラッドストーンの奴がアイルランド国教会を

公式宗教でなくしたって。ああ，ああ，悪党め

が目17〕

　当時のイギリス首相ウィリアム・グラッドス

トーン（1809－1898）ぼ，1867年のフエニ

アン蜂起を機に，アイルランド問題を解決する

ために，アイルランドにおけるいくつかの制度

改革に乗り出した。その手初めに行ったのが宗

教制度改革であった。当時はプロテスタント系

のイギリス国教会がイギリスの公式宗教で，全

上がイギリスの植民地支配ドにあったアイルラ

ンドでは，それがアイルランド国教会という名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

で公式宗教とされていた。 1869年，グラッド

ストーンはその制度を廃止し，アイルランド国

教会を他の宗教と同じ自立宗教団体とした。こ

の改革は，イギリスとアイルランドの連合の根

幹を揺るがすもので，プロテスタント保守派か

らの反対に会った。したがって，このグラッド

ストーン非難から，この老人がプロテスタント

教徒であることが分かる。ついに極限状態の孤

独に耐え切れなくなったダンは，他の村民の家

に侵入し，正義とは何か，そのような正義に固

執する人間は何者かといったことを叫ぶ。それ

が一度ならず，二度，三度と続き，村民たちの

許容限度を越えた。そしてある目，ダンが自宅

の台所でロウソクの明かりで本を読んでいると

ころへ，顔を黒く塗った男たちが銃を持って現

れ，彼を取り囲んで銃口を向けて脅し，そのう

ちのひとりが屋根に向けて銃を撃ち放った。ダ

ンはショックで心臓を痛め，寝込み，翌朝から

別の郵便局員が勤め始め，この物語は終わる。

『フィールドデイ・アイルランド著述選集』の

編集者のひとりで，この作品を解説しているオ

ーガスティン・マーティンは，ブロックのダン

の描写について，「同族人たちの報復に直面し

て払博愛と独立の精神を保とうとする，ひと

りの人間的で勇敢なアルスター人の描写は，人

間一般の体験にとっても不思議なほど真実味が

あるばかりでなく，不幸なことに，この物語が

書かれてから百年後にこの上地にのしかかって

いる悲劇を子爵している」ぃ8）と述べている。マ

ーティンの指摘するように，これは，今日まで

続く北アイルランドの宗派対立の根深さをえぐ

り出すと同時に，このような排斥，差別は世界

中のどの人間社会にも見られることを示した，

普遍的価値を持った作品と言えよう。これが

「人間」を描いた普遍的価値を持つ作品になり

得だのは，ダンが極限状態に追い込まれて暴発

するに至るまでの，彼の心の動きに焦点が定め

られているからであろう。そして，「博愛と独

立の精神を保とうとする」ダンの苫悩をより鮮

明に際立たせるために，ダンの愛読書であるシ

ェイクスピアの『ハムレット』，『オセロ』，『リ

ア王』，『マクペス』からの引用が随所に効果的
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に挿入されているからであろう。例えば，「プ

ロテスタントの老人との係わりを止めよ」とい

うある村民の警告に対して彼が激怒する場面の

描写がそうである。

　　「わしは，正しいことをしようとする時に，

おまえからも誰からも忠告を受けるつもりなど

毛頭ない。それが正義じゃと。そんなのは地獄

の迫害じゃ！　あの男が,あいつの子供たちが，

一一体誰に危害を与えたというのじゃ｡あの男は，

おまえが間違っていると思っていることをやっ

ただけじゃ。それに，ミッキー・フリン，おま

えは，仙人を評価するとは，一体何様のつもり

じゃ。ミッキー，わしはあの男が誰かに危害を

り,えたなどとは思っておらん。正義であろうと

あるまいと，わしはそのように思っておる」｡ダ

ンはかがんで,彼の手を閉じた本の上に置いた。

「ミッキー，わしが忠告を受けるのはこの本か

らじゃ。よいかに読むぞ」彼は，警告の意味

で指を振りかざして，ミッキーを指した。「何

よりも肝心なこと，それは己に対して忠実であ

れ。そうすれば…」‘ls

　最後の部分は，『ハムレット』第１幕第３場

56行から57行における，ポロニウスのレアテ

ィーズに対する忠告で，この後，「そうすれば，

夜が員に続くごとく，そなたは誰に対しても忠

実であらざるを得ない」と続く有名な節の出だ

しである。また，上述のシェイクスピアの４作

品はいずれも悲劇であり，ダンの価値観と苦悩

を代弁するための,これらの作品からの引用は，

彼の悲劇的結末を予示するうえでも効果的であ

るといえよう。

　ブロックは，北アイルランドの宗派対立ばか

りでなく，そこに暮らす人々の人生の悲哀も描

いた。短編集『雑踏の輪』（1896）は，前述

のジョージ・ギッシングの短編集『人間の寄せ

集め』（1898），『蜘蛛の巣の家J（1906），

『環境の犠牲者』（1927）を想起させる凹。

　　r人間の寄せ集め』には，裕福な者，貧しい

者，若者，年老いた者，その他様々な人間が登

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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場し悲哀に満ちた人生ドラマを演じる。「判

事と悪漢」は，裕福な判事と，彼の昔の友人で，

その目暮らしの，職を転々とする男の再会の物

語である。男は暴行罪で訴えられ，裁きを受け

るため裁判所へ連行される。この男の裁判を担

当した判事は，男がかつて自分と親しくしてい

た級友であったことを知り，無罪釈放し，自宅

へ招く。判事は裕福だが，妻の尻に敷かれ，欲

求不満の口々を送っていた。一方，男は，外国

航路の貨物船の上で,その目暮らしの什事をし，

貧乏だが満ち足りた目々を送っていた｡判事は，

男の話に興奮し，彼が次に乗る予定の貨物船で

外国へ逃避行することを決意する。しかし，か

ねてより病気がちだった判事は，決行前夜，興

奮で頭に血が上り，死んでしまう。翌朝，男は，

港で持ちぼうけを食わされながら，判事は結局

恐妻から逃げることができなかったのだと思い

込み，捨てゼリフを吐く。

　　「詩人のかばん」は，文学に志を抱いてロン

ドンに上京して来た青年が，ある娘と出会い，

数奇な運命をたどって再会し，別れるまでを描

く。青年は，詩の原稿を入れたかばんを持って，

出版礼回りをするために，ロンドンの安宿に投

宿した。そこで娘と出会い，彼女を宿屋の士人

の子供と勘違いいかばんを預けて街に出る。

実は娘も宿泊客で，放蕩を繰り返して金に窮し

ており，昔年がいなくなった隙に，かばんを持

ち，宿から逃げる。青年は後に小説家として名

を成し，娘に持ち逃げされた，詩の入ったかば

んのことはとうに忘れていた。ある時，彼の愛

読者だと名乗る一女性が，例の詩の原稿を，盗

んだ娘から預かったと言って，彼の元に返しに

来た。この女性が言うには，娘は，かばんの中

に金目のものを期待したが何もなく，詩を見つ

け，そしてそれを読んだところ，心打たれる感

動を覚え，改心した。しかし娘は病気で已くな

り，死に瀕した娘から，詩の原稿を彼の元に返

して欲しいと託されて，彼の元にやって来たと

言う。彼は，この女性が彼のかばんを盗んだ娘

であることに気づいたが，お互いにそのことは

目には出さず，別れる。

　　「老いた女中の勝利」は，28歳から30年間，
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女中として働き続けて来たハーストという一女

性の物語。彼女はかなりの低賃金で働き続けて

きた。現在彼女を雇っているフレッチャー夫妻

は，家庭の経済事情のため，彼女を解雇せざる

を得なくなった。夫妻は，ハーストには次の働

き目はないだろうと同情し，退職金を上乗せす

る｡職を失ったハーストは落胆すると思いきや，

今までにこつこつと貯蓄してきた金と退職金と

でこれからは独立した人生が送れることを蕗

ぶ。「流行遅れ」は，不遇な家庭を支える堅気

な主婦の物語｡夫は二度に亙って職を解雇され，

その都度，みすぼらしい家に引っ越さざるを得

なかった。しかし，妻は，常に明るさを失うこ

となく夫を支え，子供たちを育てた。　f供たち

は立派に成人し，母親に感謝する。「流行遅れ」

とは，流行からは程遠く，決して表舞台に出る

ことはなく，しかし裏でしっかりと家庭を支え

るこの主婦のことを指している。

　この『人間の寄せ集め』に収められた諸作品

が示すのは，人間の人生は悲哀に満ちており，

良くも悪くも，決して自分の思い通りにはなら

ないという事実だ。ギッシング白身が，悲哀に

満ちた，苫難の人生を送ってきただけに，彼の

書いたこれらの作品は説得力を持って読者の心

に訴える。ギッシングに共鳴を覚えたブロック

もまた，『雑踏の輪』の中で，悲哀に満ちた

数々の人間ドラマを描いている。ロバート・セ

リグは，そのうちの一遍「海外移民」を，ブロ

ックの短編小説のうちではもっとも優れた作品

のうちのひとつであると述べ，そのアイルラン

ド方言による会話とアイルランド的背景にもか

かわらず，ギッシングの『人間の寄せ集め』の

うちに登場してもおかしくない作品だと指摘し

ている言）アルスター地方のグランという小さ

な町の駅。メアリーというひとりの若い女性が

アメリカヘ移住するために，汽車に乗って，ア

メリカ行きの船の出る港に向けて旅立とうとし

ていた。彼女の両親，兄弟を初めとする人々が

見送りに来て涙の別れを交わした。しかし，た

またまこの目は町の市と重なり，車掌も巾に行

っているせいか，列車はなかなか出発しようと

しない。そんな時，メアリーは列車の窓から葬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

儀の行進を目にした。柩は６人の男性によって

運ばれており，参列者はひとりもなく，柩のＬ

には一束の野の花が置かれているだけだった。

メアリーはその寂しく惨めな葬儀の光景に胸を

痛めて泣き，彼女の父と母が死んだ時のことを

思うと悲痛な気持ちになり，アメリカ行きを躊

躇する。さらに，メアリーはそこで，彼女のか

つての恋人だったジェイムズという男性に偶然

出会う。彼もグランの市に行っていたという。

彼は放蕩者,怠け者で，メアリーは彼に幻滅し，

別れたのだった。しかし　こんな目は何もする

ことがないというジェイムズはメアリーと同じ

列車に乗り，その中でふたりは再び昔の寄りを

戻すのだった。そしてメアリーはアメリカ行き

の決意を翻し，彼との結婚を決意する。彼は，

「神が自分をグランの巾に遣わした」と意気

高々に語る。メアリーは，この物語の語り‾Fで

ある「私」から，結婚プレゼントに，ハープの

形をした銀のブローチを贈られ，物語はハッピ

ーエンドで終わるかに思われる。しかし，人生

は思い通りにはいかないという，どんでん返し

の結末が訪れる。ジェイムズは大酒を飲み，駅

のホームで酔い潰れる。メアリーは，泣きなが

ら，「この人が堅実な人でさえあってくれたら

良かったのに」という言葉を残して，最終的に

アメリカ行きを決意する。「私」がメアリーに

贈ったハープのブローチの意味合いは一転レ

故郷アイルランドを彼女の胸に刻んでおくため

の別れの記念品となる。

　　『雑踏の輪』の中から，もうひとつギッシン

グの『人間の寄せ集め』に加えられてもおかし

くない作品を挙げるとすれば，「彼らふたり」

だろう｡やこれは，一見，傲慢な男マーティ

ン・ハインズと，裕福な農民の娘であるジェイ

ン・ファロンの結婚に関する物語である。マー

ティンは借金をかかえており，ジェインの父親

に高額の持参金を要求する。ジェインは，マー

ティンが彼女の父親と持参金のことで言い争

い，彼女のことを「あの斤牛のような娘」

（“the heifer”）と呼び捨てにしているのを耳

にしてショックを受け,婚約の解消を決意する。

彼女はその決意を彼女の家族とマーティンに告

66－



げるが，誰ひとりとして聞き入れない。結婚の

目が近づくにつれて，ジェインは暗く惨めにな

る。そして，式当目，彼女は式場に現れること

を拒がし，作業服を着て庭の草取りをする。彼

女の家族，招待客，そしてマーティンが彼女の

ところに慌ててやって来る。ｲぼ羅場の結末かと

思いきや，またしても話は意外な方向に進展す

る。マーティンはジェインの手を取り，（俺の

顔を見て，真実を言え。この場で，皆の前で，

おまえは俺と結婚しないと言えドi）と怒鳴りつ

ける。彼女は，彼の男らしさに打たれ，そして

彼がいかにハンサムかに気づき，決意を翻して

彼と結婚する。

　　『雑踏の輪』の中のもうかとつの作品「嘆く

者たち」は，ギッシングの『環境の犠牲者』，

あるいは『蜘蛛の巣の家』の中に加えられるべ

き作品かもしれない言|）これは，アルスター地

方の小さな巾場町に住むティム，ナンという老

夫婦の物語である。彼らの息子はアメリカヘ移

住して，シカゴに住んでいた。包夫婦は何週間

も働いて数ポンドのバターを作り,市場で売り，

僅かな金を得た。その中から夫のティムは６ペ

ンスを自分の小遣いにした。彼はそれで，タバ

コと新聞と靴ひもを買い，ビールを一杯飲もう

と思った。彼が，新聞は諦めてビールをもう一

杯余分に飲もうかどうしようかと迷っている時

に，近所の住人が彼のところにやって来て，郵

便局に彼宛てのｆ紙が屈いているので取りに行

くようにと教えた。彼はその手紙を受け収り，

シカゴの消印を見て，それが息子のパディーン

からの手紙だと帽じて疑わなかった。老夫婦が

２年前に息子から手紙をもらった時には，成功

した実業家としての彼の写真と，送金為替が同

封されてあった。しかし，彼らが期待して封を

切ると，今回の手紙は，パディーンの親友から

のもので，彼がチフスで死んだことを告げてい

た。息子の死を知るや，ナンは買い物を止め，

ティムは６ペンスを彼女に返した。この老夫婦

及び彼らの息子は，当時の貧しいアイルランド

の「環境の犠牲者」と」えよう。また，この作

品は，ギッシングの『蜘蛛の巣の家』のうちの

一遍「クリストファソン」を想起させる。やは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
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りロンドンに住む老夫婦の物語で，クリストフ

ァソンは夫の名前である。彼はマニアックな書

物蒐集家で，仕事もせず，妻を働かせて，彼女

の僅かな稼ぎの中から本を買い続けていた。彼

らの往むアパートの一室は,本で埋め尽くされ，

かび臭い句いが充満していた。妻は文句ひとつ

討わなかったが，間もなく病気になった。そこ

で夫婦はロンドンを去り，空気の良い田舎に転

居することに決めた。しかし，借家の主はクリ

ストファソンの莫大な数の本を見て嫌悪をあら

わにし，彼らに家を貸すことを拒否した。妻の

体調はますます悪化し，クリストファソンは初

めて自分の非に気がつき，本を次々と窓から投

げ捨てた。しかし，家口よ，本を持って来ない

のならという条件で，彼らに家を貸すことに同

意する。彼らは喜び,妻の体調は回復に向かう。

そこでクリストファソンは妻に内緒で本を売り

払い，一箱分だけ本を持って田舎に越すことを

決意する。

　ロバート・セリグは，ブロックとギッシング

の小説の類似性について，両者とも「敗北」と

「欲求不満」を強調している傾向があると指摘

する固9セリグの指摘は正しい。しかし，同時

に，両者の相違点として挙げられるのは，ギッ

シングの作品は，敗北と欲求不満の中にも「希

望」が見られるものが多いが，ブロックの場合

は必ずしもそうではないということだ。たとえ

ば，11述の「嘆く者たち」と「クリストファソ

ン」を比べてみると，両者ともみすぼらしい老

夫婦の物語だが，ブロックの作品の老夫婦は，

息子の死によってますます惨めさが強調されて

いるのに対して,ギッシングの作品の老夫婦は，

本を失うことにより敗北と欲求不満を昧わう

が，結末は，彼らの余生の穏やかな幸福を予感

させる。

　ギヅシングの他の作品で，敗北と欲求不満を

描いていながら，「希望」を感じさせるものに，

代表的なものとしては，『蜘蛛の果の家』の中

の「ハンプルビー」，『環境の犠牲者』の中の

「校長先生の夢想」が挙げられる尹6）ハンプル

ビーはこの上なく内気で口数の少ない少年だっ

たが，チャドウィックという級友を溺死から救
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う。会社を経営するチャドウィックの父親は，

ハンプルビーに感謝して，自分の会社に雇う。

しかし実務能力のないハンプルビーは解雇さ

れ，おまけに彼の父親は事業に失敗し，病死す

る。そこでハンプルビーは別の会社に移り，安

い給料で働く。ある時，母親を訪ねての帰り逮，

乗っていた列車が事故に追い，ハンプルビーは

乗客の中でただひとり負傷する。彼を助けて病

院に運んだのは，学校時代に溺死するところを

彼から救われたチャドウィックたった。チャド

ウィックは，会社を経営しており，ハンプルビ

ーに,今働いている会社の２倍の金を出すから，

其同経営者にならないかと誘う。恋人ができ，

彼女と結婚する予定のハンプルビーはその話に

乗る。しかし，実はチャドウィックの会社は詐

欺であることが発覚し，チャドウィックは逮捕

され，ハンプルビーは職を失う。しかし，それ

でも，彼の恋人は，彼を捨てずに付いて行くこ

とを決心する。

　　「校長先生の夢想」の主人公であるダン校長

は,退屈で単調な教職に欲求不満を覚えていた。

彼は，ひとりの生徒の母親である未亡人に魅惑

され，ある時，学校をひとり飛び出す。彼は宿

撮で寝ている時，悪い夢を見る。夢の中で，例

の未亡人が華美な服装に身を包んで自転車に乗

り，彼は彼女を自転車で追うが,ぶざまに転ぶ。

道端で，未ご人の息子が，彼女に向かって「お

母さん」と叫ぶが，彼女は無視して，高らかに

笑いながら走り去る｡校長は悪夢から目が覚め，

彼の学校に戻ると，現実でも同じようなことが

起きていた。未亡人は見知らぬ男と結婚し，彼

女の子供を親戚に預け,よその町に去っていた。

校長は,まるで自分に言い聞かせるかのように，

泣いている未亡人の子供に，「与えられた仕事

がどんなに単調であって仏　どんなに退屈であ

っても，感謝の気持ちを持ってそれを行いなさ

い。堅実で，実りのある労働ほど健全なものは

ないのだから。突拍子もない空想に弄ばれては

ならない。常に落ち着いた理性に頼りなさい，

常に戸）と説くのだった。この結末には，誠実

に義務を果たす人間が最終的には成功するはず

だという，「希望」のメッセージが読み取れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　ブロックは，「ギッシングを，この上なく陰

影だが，それを自覚していないユーモア作家以

外の何者かであると見なすのは，イーストエン

ドのスラム街に花が咲くと思うのと同じこと

だ」（28）と述べている。つまり，ギッシングのユ

ーモアはこの上なく陰影であったと指摘してい

る。果たしてそうであろうか。確かにギッシン

グの作品は，彼が自覚していたかどうかは別に

して,すべてなんらかの陰影さを備えているが，

暖かみ］司情，希望が感じられるものも多い。

もし，ギッシングが，長編小説『暁の労働者』。

『地獄の世界』，短編小説「静寂の午後」，「時計

塔の明かり」のような陰影でペシミスティック

な作品のみしか書かなかったとすれば，彼は，

今目のような再評価と名声を得ることはなかっ

たであろう尹）それに対して，ブロックのユー

モアは陰影で，登場人物の人生には希望がない

ものが多い。ジョン・ウィルソン・フォスター

は，「ブロックの，彼自身の登場人物に対する

共感の欠如は，その風変わりなユーモアにもか

かわらず，彼の小説から暖かみと活気を奪って

いる」と述べている言））フォスターの指摘は正

しい。ブロックは，その作品の陰影さゆえに，

ギッシングほどの評価を得ることができなかっ

たのかもしれない。しかしづ司時にフォスター

が「ブロックの小説は社会史としての価値があ

るj　と評価している通り，19世紀末から20伊

紀初頭にかけての北アイルランドの姿を，プロ

テスタント，カトリックどちらに与することも

なく，公正な視点から描いており，歴史的資料

としての価値を有している。「新兵たち」，「国

家公務員」，自伝風小説『60年後』などがその

好例である。また，「国家公務員」，「海外移民」。

F彼らふたり」，「嘆く者たち」などは，当時の

北アイルランドの社会情勢を忠実に描くと同時

に，悲哀に満ちた人間の生き様を描き，北アイ

ルランドのみならず，人間伊界一般に通じる普

遍的価値を有していると討えよう。
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